
ケ
ム〆

趣
旨
、
若
述
目
録
及
び
著
者
の
略
体
等
を
附
記
し
て

あ
る
。ゲン
コ
h
y

現
右
草
苅
に
犯
A
H
を
来
ず
る
時
は
、

滞
叉
は
給
人
の
牧
納
す
る
米
殺
の
託
際
高
と
な
る
。

そ
れ
を
裂
石
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
牧
納
米
と
い
ふ

こ
と
も
あ
っ
た
。

ケ
ン
ゴ
ダ
イ
ホ
ウ
セ
ン
見
語
大
捌
叫
唯
一
加
、

九
品
位
。
大
槻
明
元
に
闘
す
る
事
件
そ
小
説
風
に
お
い

た
も
の
で
、
同
日
開
の
出
で
は
紙
数
の
多
い
・
も
の
で
あ

る
。
こ
の
恕
も
越
路
加
賀
見
と
同
じ
〈
、
前
倒
土
佐

守
の
施
政
に
於
け
る
功
卸
酬
を
踊
敬
し
て
跨
る
。
若
者

は
そ
の
序
の
中
に
、
結
同
匙
行
の
浮
昭
だ
と
担
し
て

阿
る
が
、
開
山
人
の
作
で
あ
ら
う
。

ゲ
ン
ゴ
ヒ
サ
タ

識
語
秘
策
ご
加
。
上
聞
耕
若
。

こ
の
冊
目
は
上
正
公
か
ら
下
際
ム
に
主
る
ま
で
、
各
そ

の
分
限
に
邸
じ
た
言
行
あ
る
べ
き
こ
と
を
制
へ
た
も

の
で
、
上
容
は
仰
仙
川
・
臨
・門出
・工
・
商
問
・乞
巧
の
六

日
引
に
、
下
容
は
言
・行
・利
・
答
・
E
・奇
・
雄前中
・終
意

の
八
間
引
に
分
か
た
れ
て
ゐ
る
。
組
艇
の
諮
問
は
、
一一品

熱
の
忠
者
が
心
榊
迷
磁
の
聞
に
渡
す
る
妄
言
の
訟
で

あ
る
。
諸
諸
の
践
論
は
、
公
安
に
答
あ
る
も
の
と
し

て
滞
度
の
抑
制
す
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

此
等
の
お
は
倣
か
に
門
下
の
聞
に
偲
射
せ
ら
れ
る

に
止
っ
た
ら
し
〈
、
刊
に
存
す
る
も
の
甚
だ
稀
で
あ

る。

を
お
し
て
あ
る
。
外
泊
は
森
山
平
次
の
加
へ
た
'も
の

で
、
此
の
叫
が
も
と
投
開
制
湯
浅
砥
府
の
所
阪
で
あ
っ

た
か
ら
名
づ
け
た
の
で
あ
ら
う
。

ゲ
ン
サ
イ
エ
チ
ロ
歩
詑
師岡
田
銭
湯
浅
紙
山
州
諸
。

著
者
は
加
到
務
の
お
物
翠
行
で
あ
っ
た
か
ら
、
諸
都

中
、
捗
田
制
し
て
、
考
訟
に
託
す
べ
き
こ
と
半
、按
引
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

ケ
ン
サ
キ

創
崎
石
川
州
山
中
村
郷
に
印
す
る
郎

前
。
聞
は
永
誌
に
、
こ
の
村
mm
に
約
お
と
い
ふ
所
が
あ

り
、
土
佐
と
い
ふ
人
が
的
識
と
し
た
加
だ
と
犯
す

る。
ケ
ン
サ
キ
ガ
ツ

ジ

御

先
註

合
的
小
将
川
よ
り

紡
木
町
へ
削
る
辻
な
呼
ぶ
o
飢
地
mm
に
、
此
の
創
先

辻
は
佐
久
間
椛
政
金
限
在
械
の
頃
は
街
隔
で
、
刑
法

制
刊
で
あ
っ
た
と
い
ひ
、
久
保
山
乙
組
制
副
担
に
、
乙

畑
地
氏
子
の
地
境
な
る
に
よ
・
り
て
、
師
祖
師
引
の
辻
と
呼
ん

だ
の
世
、
今
は
師
団
先
辻
と
な
っ
た
と
す
る
が
、
附
ろ

こ
の
地
名
は
巴
札
隙
の
問
附
の
訟
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ

ろ
。
明
治
凹
年
四
月
戸
結
編
成
の
時
改
め
て
吹
坂
辻

と
し
た
。

ケ
ン
ザ
キ
シ
ロ
ウ
リ

剣
崎
白
瓜
石
川
即
刻
附

の
盗
で
、
加
賀
市
跡
考
に
、
こ
の
村
の
山
門
瓜
守
川
間
も

良
ロ
川
と
す
と
相
応
し
て
あ
吊
。

ケ
ン
ザ
ン
ヒ
サ
h
y

築
山
秘
策

九

加

。
一
白
衆

山
閉山
内
秘
策
。
文
一
名
正
平
初
公
問
。
背
地
閥
抗
若
。

新
升
白
石
の
説
話
札
町
、
安
旭
川
明
か
ら
金
川
仰
の
門
人
に

報
知
し
た
お
附
札
町
主
と
し
て
集
め
、
小
骨
什
織
成
及
び

背
地
磁
幹
の
江
戸
か
ら
法
っ
た
も
の
も
併
記
し
て
あ

る
。
脆
う
て
江
戸
城
中
の
続
話
が
多
〈
、
正
徳
元
年

抗
且
か
ら
卒
保
九
年
十
二
月
に
至
る
聞
の
・も
の
で
あ

る
。
衆
山
と
認
樗
と
は
、
加
川
叫
が
帆
門
地
開
伐
と
根
幹

と
の
兄
弟
に
典
へ
た
脱
で
、
こ
の
市町は
邸
ろ
二
人
の

合
縞
と
見
て
も
い
a
h

も
の
で
あ
る
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

源

五

郎

能
楽
部
自
山
下
の
市
，

慨
に
於
け
る
最
自
家
で
あ
り
、
今
は
悦
川
木
氏
世
相
桝
し

て
民
る
。
務
滋
が
白
山
に
続
出
叫
し
た
時
、
源
流
郎
は

之
青
鰐
描
押
し
た
と
の
併
設
を
有
す
る。

ゲ
ン
サ
イ
ザ
ツ
シ
設
湾
雑
誌
-
一
加
。
上
容
は

前
川
宗
反
が
、
ご
保
宗
基

・
一
般
凹
側
部
大
允
等
へ
有

限
故
武
を
質
問
し
た
の
に
刻
す
る
回
答
の
お
面
を
集

め
、
下
容
は
室
柏
崎
山
棋
の
前
倒
綱
紀
に
呈
し
た
上
哲
等

ゲ
ン
シ
玄
祉

慈
際
玄
則
。

ゲ
ン
シ
チ
モ
ノ
ガ
h
F
リ

源

七

物
語

一
加
。
石

川
郎
路
島
の
了
桜
氏
所
絞
に
因
す
る
。
文
政
六
年
三

且
十
七
日
出
向
の
四
四
郎
副
叫
七
の
的
へ
時
前
の
立
寄
っ

て
仰
訟
を
説
き
、
我
は
越
前
吉
崎
聞
の
道
拐
の
住
持

で
あ
る
と
て
去
っ
た
が
、
後
に
砧
ね
る
と
そ
の
逝
お

に
安
位
す
る
山
知
の
白
山
品
闘
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

宇
故
せ
た
も
の
で
、
間
十
三
年
江
月
に
記
さ
れ
て
回

る。

j
ジ
リ

Y
ゲ
y

y

ケ
ン
シ
ツ
ド
ン
エ
キ
議
室
呑
釜

石
川
榔
凶
制

宗
大
束
寺
十
一泊
代
の
住
持
。
無
拡
滋
法
陛
室
の
刷
。

初
め
探
住
守
に
住
し
、
後
大
東
寺
脅
潰
し
た
o
m同
長

六
年
半
叫
十
月
八
日
寂
。

ゲ
ン
ジ
ノ
ヘ
ン
元
治
白
婆
ハ
一
〉
前
回
際
単
の

上
桝
!
叉
久
三
年
八
月
朝
廷
加
賀
務
中
前

m
m携
を

召
し
給
号
た
が
、
拙H
S
V
は
先
に
綜
府
の
徴
令
に
も
惚

じ
な
か
っ
た
の
で
、
之
脅
砕
し
溜
っ
た
。
九
且
籾
廷

χ
之
脅
拐
し
給
ひ
、
若
L
狩
奈
が
疾
に
川
闘
っ
て
入
朝

す
る
砂
川
昨
ざ
れ
ば
、
世
子
開
催
単
に
代
ら
し
め
ん
こ
と

そ
命
ぜ
ら
れ
た
。
常
時
滞
論
は
岡
山
ね
佐
引
が
青
中
。
張
し

た
が
、
不
拠
出
太
郎
以
下
少
蚊
の
士
は
則
正
を
読

き
、
何
回
収
の
侍
説
千
秋
削
之
助
亦
側
近
に
在
っ
て
之

や
削
め
、
阪
市
は
元
治
元
年
二
月
引
四
日
持
に
滞
侯

に
代
っ
て
上
治
せ
ん
と
す
る
こ
と
そ
令
し
、
四
且
官

八
白
金
剛
仰
仇
阿
波
し
、
抗
月
十
日
京
都
に
入
。
、
本山岬

常
設
仁
苛
に
む
い
た
。
初
め
限
取
の
踊
叫
す
る
に
臨

み
、
之
キ
J
叫
附
に
報
じ
た
が
、別
枠
府
は
二
月
征
長
の

mそ
訴
し
た
る
際
、
加
賀
滞
が
之
に
反
討
し
た
明
白

に
鍍
み
、
長
滞
の
勢
力
を
増
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、

之
脅
肌
止
せ
ん
と
し
た
が
、
山
即
断
は
従
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
是
を
以
て
諮
府
は
自
ら
成
磁
を
失
は
ん

こ
と
脅
雌
0
.
直
に
断
続
青
改
め
、
十
二
日
府
部
妥

協
守
正
邦
を
加
盟
仁
寺
に
訟
は
し
、
七
日
般
に
退
京

L

二
八
二

た
将
軍
に
代
っ
て
禁
闘
を
守
衛
す
べ
き
こ
と
を
限
年

に
命
じ
た
。
時
に
限
切
は
徹
惹
に
織
っ
て
臨
た
が
、

疾
を
力
め
て
命
を
受
け
‘
日
つ
使
者
に
封
へ
て
、
守

秘
の
磁
は
外
舶
来
襲
に
悩
へ
ん
と
す
る
も
の
な
る
が

放
に
.
抑
制
府
に

L
て
先
づ
鎚
夷
を
決
行
す
る
に
非
ざ

れ
ば
、
そ
の
賎
務
を
逢
行
す
る
能
は
ず
と
言
う
た
。

加
飽
滞
が
引
が
府
の
怨
に
逝
っ
た
こ
と
此
〈
の
如
き
は

前
後
そ
の
例
が
な
い
。
し
か
も
務
府
は
翌
十
三
円山由

慨
を
二
係
城
に
召
し
た
か
ら
、
殴
山
中
は
山
崎
正
民
街

閉
山
正
を
し
て
代
り
行
か
し
め
た
に
、
正
邦
は
拘
禁
止
ぜ

正
=
一
位
に
叙
す
る
の
命
そ
mm
へ
て
、
間
四
山
中
の
待
出
問
冶

緩
和
に
務
め
た
。

会一
U
院
事
の
い
決
お
|
次
い
で
盟
申
は
そ
の
疾
取
舵
え

た
る
を
以
て
‘
五
且
二
十
日
参
朝
し
て
天
飼
に
閉
山
尺

L
天
十
況
を
賜
は
っ
た
。
こ
の
時
間
四
次
，
に
随
う
た
不
岐

路
太
郎
・
背
木
新
三
郎
・大
野
木
仲
三
郎
は
、
長
路
の

士
小
口
町
揃
十
郎
ハ
後
抑
孝
之
〉
と
往
来
し
て
凶
都
中
一A

h
，、
問
国
駒
引
腕
路
と
市
人
浅
野
屋
佐
平
と
は
そ
の
聞

に
放
っ
て
附
旋
し
、
家
老
松
平
大
託
、
近
間
昭
四
郎

左
衛
門
、
侍
約
千
秋
附
之
助
亦
之
を
助
け
た
o
n足止吋

以
て
限
切
の
お
従
悶
〈
、
六
月
抗
日
自
ら
閣
老
水
野

忠
榊
に
主
っ
て
閉
山
由
自
を
呈
し
、
銅
制
惜
の
決
行
ゃ
れ
U

促
し
た
。

会
一
)
長
務
と
の
交
持

l
六
月
廿
四
日
長
総
は
毛
利
陛

親
交
子
の
散
犯
を
繭
ふ
世
名
と
し
、
大
兵
を
大
坂
に

也
せ
し
め
た
か
ら
、
山
拙
府
は
諸
伎
に
命
じ
て
附
封
筒
に

仙
へ

L
め
、
叉
加
賀
滞
の
兵
を
伏
見
に
出
さ
し
め
ん

と
し
た
が
、
鹿山山
T

は
禁
袋
町
U

衡
の
任
務
あ
る
や
邸
前

と
し
て
之
を
鮮
し
、
日
つ
伎
を
こ
佼
殉
敬

・
一
杭
院

事
及
び
松
平
等
保
に
訟
は
し
て
回
目
滞
町
内
品
に
市
川
力
ず

る
腕
あ
ふ
り
、
サ
七
日
に
は
長
滞
が
斡
壊
せ
ん
こ
と
を

恐
れ
、
大
野
木
源
問
拙

・
際
懸
間
太
を
伏
見
に
波
し
、

日
制
限
越
後
に
論

L
て
大
坂
に
退
い
て
越
恨
令
を
待
た


